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成果の概要概念図  

災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究平成 26 年度成果のまとめ 
災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究の全体像を描き，その主要な成果を吹き出しで記述した。詳しくは吹き出

しに記載されたページと図を参照。 
  

御嶽山の水
蒸気爆発
（P3, 図1） 

長野県北部
の地震 
（P4, 図2） 

東北地方太平洋
沖地震の余効変
動（P6, 図4） 

内陸地震発生域
の構造と応力場
（P7, 図5） プレート境界

面からの反射
波（P8, 図6） 

新燃岳2011年
噴火の噴出物
（P8, 図7） 

噴火に先行し
た山体変形
（P9, 図8） 

房総半島沖の
ゆっくり滑り
（P10, 図9） 

九州～琉球海溝
沿いの短期的ゆ
っくり滑り分布 
（P11, 図 10） 

火山灰が道路
交通に及ぼす
影響（P13, 図
11） 

関東地方のや
や長周期地震
動（P13, 図12） 

噴火による火山
灰粒子密度の推
定（P13, 図13） 

過去の噴火に基
づくシナリオを
利用した防災訓
練（P15, 図14） 

発掘調査で発見
された噴砂痕跡
（P5, 図3） 


